
 

平成２５年７月 

 

鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２４年度） 

 

〔概 要 版〕 

 

１．運転事故 

 
○平成２４年度に発生した運転事故は、件数が８１１件で対前年度５６件（６．５％）減、死亡者数

が２９５人で同１９人（６.１％）減でした。 (表１参照) 
 

○乗客の死亡事故は、ありませんでした。 

 
 

表１：運転事故の件数及び死傷者数（平成２４年度） 
 

 

 
 件 数  （対前年度）  死亡者数 （対前年度）  負傷者数  （対前年度）

列 車 事 故※ 1  22 件 （＋ 9件）  0 人 （± 0 人） 89 人 （＋ 5 人） 

踏 切 事 故※ 2 295 件 （△36件） 121 人 （＋ 2 人） 99 人  （＋ 6 人） 

 うち踏切障害に伴う 

列車事故
※3 

１ 件 （△ 1件） 0 人  （±０人） 18 人 （＋ 13 人） 

道 路 障 害 事 故 62 件 （△28件）  2 人 （＋２人） 21 人 （△23 人）

人 身 障 害 事 故 429 件 （△ 3件） 172 人 （△23 人） 260 人 （＋10 人） 

 
うちホームでの 

人身障害事故 
223 件  （＋14件） ２４ 人  （△７人） 199人 （＋ 20人） 

物 損 事 故 4 件 （＋1 件）   

合 計 811 件 (△56件) 295 人 （△19 人） 451 人 （△15 人）

※1 「列車事故」は、列車衝突事故（軌道における車両衝突事故を含む。）、列車脱線事故（軌道における車両脱

線事故を含む。）及び列車火災事故（軌道における車両火災事故を含む。）をいいます。 

※2 「踏切事故」は、踏切障害に伴う列車事故と踏切障害事故の総称です。 

※3 「踏切障害に伴う列車事故」の件数等は、踏切事故の内数であり、列車事故にも重複して計上されています。 

    合計の件数等は、この重複を除いたものです。 
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図１：運転事故の種類別の件数及び死傷者数（平成２４年度） 
 
 

①件  数                    ② 死亡者数                   ③ 負傷者数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図２：運転事故の件数及び死傷者数の推移 
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２．踏切事故 

 
○平成２４年度に発生した踏切事故は、件数が２９５件で対前年度３６件（１０.９％）減、死亡

者数が１２１人で同２人（１.７％）増でした。(表１参照) 
 

○踏切事故については、高齢者が関係するものが多く、平成２２～２４年度に発生した事故９０２

件１のうち４４８件（４９．７％）を６０歳以上の事故が占めています。また、衝撃物別である自動車

だけをみても４３０件のうち２１０件（４８．９％）を６０歳以上の方が占めています。(図４参照) 
 

○高齢者の関係する事故に関しては、例えば、平成２２～２４年度に発生した運転者が６０歳以

上の自動車の第１種踏切道における踏切事故１５６件のうち、停滞２によるものが７３件（４６．

８％）を占めるなど、特徴があります。 
 

○このような特徴を踏まえ、踏切支障報知装置の整備等を推進する他、自動車が踏切道から出

る前に遮断機が閉じたときにはそのまま進行し遮断機を自動車で押し上げて脱出できることの

周知を図るなど、今後も事故防止を図っていきます。 

 

 

 

図３：踏切事故の件数及び死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         
１  平成２２年度３０３件、平成２３年度３３１件及び平成２４年度２９５件の計９２９件から、関係者の年齢を把握でき

なかった２７件を除いた件数。 
２  第１種踏切道における自動車の「停滞」による踏切事故とは、踏切道から出る前に遮断機が閉じた、前方の道

路が渋滞していたなどにより、自動車が踏切道内に停滞していたことによる事故のことです。 
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①関係者年齢別の踏切事故件数         ② 関係者年齢別の踏切事故件数（自動車） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③ 第１種踏切道における自動車の踏切事故の原因別件数 

（運転者が６０歳以上）         （運転者が６０歳未満） 
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図４ 踏切事故の発生状況 
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３．人身障害事故 

 
○平成２４年度に発生した人身障害事故は、件数が４２９件で対前年度３件（０.７％）減、死亡者

数が１７２人で同２３人（１１.８％）減でした。(表１参照) 
 

○線路内への無断立入り等での接触による人身障害事故は、件数が１９３件で対前年度１

４件（６.８％）減、死亡者が１４５人で同１７人（１０.５％）減となっています。 
 

○「ホームから転落して接触」と「ホーム上で接触」を合わせた「ホームでの接触」による人身障害   

事故は、件数が２２３件で対前年度１４件（６.７％）増、死亡者数が２４人で同７人（２２.６％）

減でした。このうち、酔客に係るものは１３７件（６１．４％）で同１５件（１２．３％）増でした。(図

６・７参照) 
 
○ホームの安全対策としてホームドア等の整備や、「プラットホーム事故ゼロ運動」等により、今後

も事故防止を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５：人身障害事故の件数及び死傷者数の推移 
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図６：人身障害事故の原因等別の件数及び死傷者数（平成２４年度） 
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図７：ホーム等における人身障害事故件数の推移 
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４．輸送障害 

 

○平成２４年度に発生した輸送障害（列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等）は５，８８３件

で対前年度６０３件（１１.４％）増でした。(図８参照) 
 
○鉄道係員、車両又は鉄道施設に起因する輸送障害（部内原因）は、１，６３８件（２７．８％）で対

前年度１２０件（７．９％）増でした。このうち、鉄道係員に起因するものが２６３件で同７件

（２．６％）減、車両に起因するものが９１７件で同３６件（４．１％）増、施設に起因するもの

が４５８件で同９１件（２４．８％）増でした。 
 
○線路内立入り等による輸送障害（部外原因）は、２，２３１件（３７．９％）で対前年度３８０件（２０．

５％）増でした。このうち、自殺によるものは、６３１件で同３０件（５．０％）増、動物によるものは５

１４件で同２０２件（６４．７％）増でした。 
 

○風水害、雪害や地震などの自然災害による輸送障害（自然災害）は、２，０１４件（３４．２％）で

対前年度１０３件（５．４％）増でした。なかでも、水害によるものが５２８件で同４３件（７．５％）減、

雪害によるものが３０４件で同５７件（１５．８％）減、風害が５６０件で同２２２件（６５．７％）増、地

震によるものが６２件で同１０２件（６２．２％）減でした。 

 

 

図８：輸送障害件数の推移 
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